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                                                   《神奈川ボランタリー活動推進基金 21 協働事業負担対象事業》 

 

～コロナに負けない、設立 30 周年の決意！～ 
 

新型コロナウイルスの影響により例年通りの対面によ

る開催が難しいため、今年度の総会は議案書を郵送し、

ハガキにより賛否の議決をする形式で行いました。また

トライアルで６月 28 日 15：00 から、ZOOＭによる総

会形式の会を開催しました。 

黒部事務局長から「総会資料を会員 92 名に郵送し、

52 名から回答があり、承認 51 名、未記入 1 名、よって

総会は成立し、議案（令和元年度事業報告・会計報告、

令和２年度役員・事業計画・予算、個人情報取り扱い規

定）はすべて承認されました」と報告がありました。 

村上会長から「当会は今年 6 月に“設立 30 周年”を迎

えました。骨髄バンクの普及啓発、ドナー登録会、患者

及び患者家族支援などの活動を続け大きな成果を上げ

ました。宿泊での記念事業など計画を進めていましたが、

新型コロナウイルス感染拡大に伴いすべての活動は休

止もしくは延期となりました。現在は一部の活動は再開

しました」と話がありました。 

現在ドナー登録会では、①参加当日は検温し体調不良

ならキャンセル OK、②マスクの着用は必須、説明する

時はフェイスシールドやアクリル板で飛沫防止、③使用

の都度備品と手指の消毒など、細心の注意をすることに

なりました。毎月３か所の献血ルーム登録会は、定期開

催から不定期の平日に再開することになりました。その

他の各コンサート、患者サロンなどは可能な方法を探し

ながら活動を開始します。基金 21 の事業として広報活

動用の動画作成などを強化し、今後の企業や学校への訪

問に備えます。 

令和２年度の役員に、星野智子、原子八千代が新しく

加わりました。質疑応答のあと 22 名が参加した ZOOM

総会は無事終了しました。 

＝会計報告は P4 に掲載します        （中島）

令和 2 年度役員 （〇＝部会長） 

会長 村上忠雄 

副会長 黒部光司/岩崎眞一郎/齋藤敏雄/中島惠子 

    小石川知子/小澤やす子/原子八千代/星野智子 

事務局長 黒部光司 

会計 小澤やす子 

監事             山田晶久/齋藤宗憲 

ドナー登録・普及啓発部  〇岩崎眞一郎 

 小石川知子/星野智子 

財務部 〇岩崎眞一郎  

患者・患者家族サポート部 〇齋藤敏雄/原子八千代 

広報部 〇中島惠子/原子八千代 

厚木支部長 角田勇 / 川崎支部長 髙橋真知子 

   

【顧問】 

加藤俊一先生 元東海大学医学部付属病院  

金森平和先生 神奈川県立がんセンター 

松崎道男先生 松崎内科クリニック 

矢部普正先生 東海大学医学部付属病院 

藤澤 信先生 横浜市立大学附属市民総合医療センター 

和氣 敦先生 国家公務員共済組合虎ノ門病院分院 

  

〈ZOOM 総会のスクリーンショット〉 

http://www.jmdp.or.jp/
http://www.marrow.or.jp/
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～ は ら 子 の 部 屋 ～  vol.1 
BMT 神奈川は人材の宝庫！会の財産でもあり、いつも誰かのために頑張ってくれている会員ひとりひと

りにスポットを当て、その貴重な闘病経験を含めた生きる姿や想いを、広く内外にご紹介する企画として、

【2 度の骨髄移植を経験した原子が会員に聞く】をスタートします。記念すべき第 1 回目は、お仕事をし

ながら会のホームページを担当し、中島広報部会長からのどんな無茶ぶりにも柔軟に対応(笑)。 

日々、会を裏から支えてくださっているザッキーさんにインタビューさせていただきました。 

（ご本人の希望により、会でおなじみのニックネーム表記にしています。） 

 

 

『記念すべき第 1 回目は、ザッキーさんにお話を伺うこ

とになりました。どうぞよろしくお願いします。』 
 

話すことが苦手なのでとても緊張していますが、イン

タビューを通じて、今まで自分自身でも気づかなかった

部分を発見できるかもしれないという、ひそかな楽しみ

もあります。どうぞよろしくお願いします。 

 

『会ではホームページ管理という重要な役割を担当され

ていますが、入会のきっかけは』 
 

2017 年 5 月、突然に血液異常がわかりました。2 種類

の難治性血液疾患のうちのどちらか、という診断に慌て

ましたね。とにかく情報を得たい一心で、翌日、血液疾患

相談窓口へ電話したところ、「明日、桜木町で患者サロン

を開催する団体があります」とのこと。初参加にもかかわ

らずとても温かく迎えていただき、それが BMT 神奈川と

の出会いです。さっそく入会し、HP のリニューアルを提

案したことから担当となりました。 

一生付き合っていく可能性のある病気なので、講演会

などで知識を得るだけでなく、どちらかというと会に関

わっていきたいという思いで今に至ります。 

 

『「血液の難病」と告知された時に何を思いましたか』 
 

最初の病院でとても驚きました。その日のうちに血液

内科のある病院に駆け込み、「マルク(骨髄採取)」を受け

ました。やったことのある方はわかると思いますが、骨盤

部に局所麻酔をした後、針を腸骨に刺して骨髄液を採取

するという方法がまた衝撃的で。 

当日の検査結果が出る間、変な余裕があって病院近辺

で評判のいいラーメン屋さんを検索して食べに行ったの

ですが、でも、味はまったく覚えていません。 

 

『現在も治療継続中とのことですが、発症からどのよう

な治療を経て今日まで』 
 

造血幹細胞を攻撃する T 細胞を抑制して、正常な造血

機能を回復させるための免疫抑制療法として「ATG 治療」

を受けました。1 か月後に退院し、通院での服薬治療を続

けて寛解レベルまで血球が戻ったかに見えましたが、残

念ながらすぐに再発。(※寛解とは治療を続けながら、病

気の症状がほぼ沈静化した状態をいいます)  

急速な悪化と別の血液疾患も発症し、途中、肺炎による

再入院もありましたが現在は血球の数値が戻り、2 回目の

寛解へ向けて回復途中です。 

 

『セカンドオピニオンは受けましたか』 
 

病名が確定して治療を開始する前に、一度主治医にセ

カンドオピニオンの希望を伝えましたが結局受けません

でした。発症から日を置かずに治療を開始すると予後(よ

ご：今後の病状の見通し)がいいということと、治療の選

択肢が少ないことから必要性が薄れたように感じたから

です。その後、主治医に報告しながら BMT 神奈川主催の

医療相談会などに参加しています。 

また、あとから発症した別の血液疾患は希少性が高い

ため、より多くの症例を診ている医師への併診という形

で県外の病院を受診しています。 

セカンドオピニオンというとだいぶ認知が進んできた

ようにも思いますが、まだまだ消極的な医療者も多いと

聞きます。その点、私の主治医はとても理解のあるオープ

ンなかたで、信頼しています。 

 

『再発を含む 2 度の入院から今日までモチベーションを

保てているのは』 
 

1 回目の入院は治療開始した当初の 1 か月、2 回目は

2019 年の末に肺炎のため 1 週間ほどの入院でしたが、や

はり家族と離れるのは寂しかったです。「子どもたちがま

だ小さいので、成人するまでは絶対に生きる！」と思って

過ごしてきました。 

ところが、この新型コロナ禍で毎日家族と一緒に過ご

していると、信念が揺らぐ瞬間もあります。今までと同じ

仕事ができず一日中家にいるこんな姿を見せるのもなん

だなぁ・・と気持ちが下がることもありますね。 
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『発症前と今で大きく変わったと感じるところは』 
 

仕事と人付き合いでしょうか。つまりは人生の大半が

影響を受けたと思っています。 

私は石の彫刻を生業としていますが、長期に渡ってひ

とつのものを作り上げるため、とても根を詰めて作業を

してきました。発症後はそれを控え、1 日で仕事が完結す

るように心がけています。 

それと人付き合いですが、免疫抑制剤を飲み続けてい

て免疫力が低いため感染症にかかりやすく、ただ風邪を

ひくだけでも内臓機能が悪化することがあるので、退院

後は、新型コロナの感染拡大以前から行動を自粛し、でき

るだけ外出を控えています。 

最近はオンラインでの繋がりが注目されていますが、

それすらリアルの生活が充実している人の集まりのよう

な気がして、馴染みにくいものがあります。 

 

『彫る素材がなぜ「石」？』 
 

素材との「相性」で

しょうか。彫り直しが

きかないというとこ

ろが一番の魅力かも

しれません。たとえ彫

りすぎたとしても後

戻りができない。そこ

からまた立て直して

彫り進めていくとい

う、シンプルな積み重ねのできる面白さがあります。画像

を確認しながら何度でも撮り直しができるデジタルカメ

ラと、一発勝負のフィルムカメラのような違いはあるか

もしれませんね。 

 

『ご家族へのおもい』 
 

私は 20 代半ばで父親を亡くしているため、勝手に育っ

てきたような顔をして親の思いを深く考えずに過ごして

きたところがあります。自分が親になった今、病気にもな

りましたが、それでもまだ小さい子どもたちのために、あ

と 10 年 20 年は生きたいです。当会

のマスコットキャラクターに認定し

ていただいた BM くんと TK ちゃん

は、我が家の子どもたちをイメージ

して描きました。 

このインタビューを通じて気づい

たことですが、病人を抱えた家族がどんな思いでいるの

かということまで深く考えたことはなかったので、そこ

はこれから改めたいと思います。 

 

『医療者のかたたちへ、いま伝えたいこと』 
 

医師も看護師さんも、本当に大変なお仕事だと思いま

す。特に今は新型コロナへの感染の危険と隣り合わせで

頑張っている。「ありがとうございます」という言葉では

軽すぎる気がして、他に何か・・と思うものの、言葉にな

りません。 

入院中、同室のご高齢の患者さんのお世話をする看護

師さんたちの言葉が、まるで身内のように優しくて今で

も忘れられません。 

 

『いまこの瞬間にも病気と闘っている多くのかたへ』 
 

医療講演会でもよく聞く言葉ですが、血液疾患の患者

さんは自分の病気のことをできる限り勉強した方がいい

と思います。助けていただいた命、新型コロナウイルスか

ら逃げて生き延びましょう。みなさんが頑張っているこ

とは周囲にきっと伝わっています。 

 

【インタビュー後記】 新型コロナの感染拡大が少し落

ち着いた 6 月中旬。波の音を聞きながらお話できたらと

いうご希望でしたが、危険を避けるため ZOOM でのリモ

ートインタビューを決行。初めてのことでお互い緊張の

連続でしたが無事に終えることができました。 

終始、言葉を選びながら丁寧に話すザッキーさん。言葉に

はお人柄が現れるということを改めて感じた日でした。

ザッキーさん、長時間本当にありがとうございました。 

今では会のホームページやイベントチラシなどでおな

じみの、マスコットキャラクター「BMくんとTKちゃん」

考案の裏に、ザッキーさんのそんなおもいが込められて

いることを初めて知り、胸が熱くなりました。 

過日、石彫が納めてあると聞いた藤沢市の神社へ行っ

てみました。この原稿を書き上げる前に、自分の目でどう

しても見ておきたいものがあったからです。 

鳥居をくぐった左側の手水

舎で、どっしりと安定感の

ある、丸みを帯びた亀さん

が少し口角を上げ、静かに

迎えてくれましたよ。 

原子

ザッキーさんにとって地球がアトリエ 
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BMT 神奈川 令和元年度収支決算報告（令和元年 6 月 1 日～令和２年 5 月 31 日） 
 

<収入の部 > <支出の部 >         単位：円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※神奈川県から受託した「基金２１」の当会収支報告書へ、 
 寄付 345,238 円、募金 94,999 円を計上しました。 
※円覚寺コンサートの中止のため事業収入はありません。 

 
◆登録会実施結果 

 
◆献血ルーム登録数集計 (R２年３月～R2年7月 9 回) 

※登録会開催日が不定期になりました 

(登録数/説明数) 

  
かわさき 
ルフロン 

(3 回) 

横浜駅東口 
クロスポート 

(3 回) 

横浜 
Leaf 
(3 回) 

合計 36/42 23/31 28/35 

累計(27/5～) 553/690 627/825 263/321 

 
◆日本骨髄バンクの現況（R2年 6月末現在） 

※海外を含む  

 
 
 
 
 

 
 

 
◆ご寄付＆募金のご報告◆  

みなさまありがとうございました 

岡本 恭子 様 10,000 円 

笠原 光子 様              2,000 円 

髙橋 道子 様           10,000 円 

小笠原 清江 様  2,000 円 

渡辺 孝一 様         10,000 円 

匿名  100,000 円 

加藤 政子 様 20,812 円 

グローバーベルフレンズ 様 10,000 円 

髙橋 真知子 様 3,000 円 

11/9 かながわ血液がんフォーラム寄付金 350 円 

イエローレシートキャンペーン(還付金) 33,300 円 
 

私たちの活動は善意のご寄付で支えられています。 
ご協力をお願いいたします。  

 
＋＋寄付の振込先＋＋ 

◎ゆうちょ銀行から  
郵便振替口座：00230-8-55751 
加入者：神奈川骨髄移植を考える会  

 
◎銀行からゆうちょ銀行へ振り込む場合  
支店：〇二九 (ゼロニキュウ )支店   
当座  0055751 
口座名：神奈川骨髄移植を考える会  

 

 

 
 

＝＝編集後記＝＝ 
 

◆当会の会員へインタビューする連載（P２,３）がはじ

まりました。病気と闘う仲間同士にしかわからない視点

でお聞きします。◆コロナ禍後、私たちは“新しいドナー

登録会”として活動を再開しました。状況を見ながら最

善の方法を模索し、今後も活動を継続します。（な）                                                   

項目  R 元年度決算  R2 年度予算  

会費 260,000 290,000 

寄付金 148,440 600,000 

募金 0 100,000 

事業収入 0 800,000 

販売収入 99,000 100,000 

雑収入 191,006 120,691 

小計 698,446 2,010,691 

前年度繰越金 2,469,309 2,469,309 

合計 3,167,755 4,480,000 

綱目  R 元年度決算  R2 年度予算  

事業費 274,336 1,00,000 

会議費 68,112 100,000 

全国協関連 120,000 150,000 

通信費 183,335 150,000 

広報・印刷費 48,620 100,000 

物品購入費 202,088 200,000 

事務用品費 38,206 100,000 

事務局費 170,000 170,000 

交際・雑費 2,160 10,000 

寄付金 110,000 110,000 

予備費 0 2,390,000 

小計 1,216,857 4,480,000 

次年度繰越金 1,950,898  

合計 3,167,775 4,480,000 

実施月 開催場所(開催日 ) 
登録/ 
説明  

3 月 
海老名市役所(3/26)  
市光工業株式会社（3/27） 
小田原ダイナシティーイースト(3/28) 

4/7 
4/11 
9/10 

4 月 
センター北駅前(4/5)  
ノジマモール横須賀店前(4/5) 

5/8 
6/8 

6 月 
防衛大学校（6/8, 6/9, 6/10） 
戸塚区役所(6/9)  
イトーヨーカ堂立場駅前店(6/21) 

24/41 
6/8 

21/23 

7 月 

川崎市役所(7/2, 7/3)  
JA さがみ茅ヶ崎支店(7/6)  
横須賀中央駅前（7/18） 
海老名市役所(7/21) 
JA さがみ茅ヶ崎支店（7/23） 
横須賀中央駅前（7/23,24,25） 
横浜市役所(7/28) 

14/19 
8/8 
7/13 
3/3 
9/9 

24/30 
19/21 

骨髄バンクデータ集より 全国      神奈川県 

ドナー登録者数 527,482 24,897 

患者登録者数 1,851※  66 

移植実施数 24,477※ 1,614 
本紙に掲載されている個人名や金額につきましては

ご本人の承諾をいただいております。 


